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東京　キリシタン屋敷の遺跡

は
じ
め
に

一
　
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
跡
地

一
　
山
屋
敷
（
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
）
の
構
造
に
つ
い
て

一
　
同
屋
敷
に
収
監
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン

一
　
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
終
え
ん
と
遺
物

一
　
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
関
す
る
研
究
小
史

―
明
治
か
ら
今
日
ま
で

あ
と
が
き

は
じ
め
に

江
戸
時
代
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
お
い
て
幕
府
を
開
い
た
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
か
ら
徳
川
慶
喜
が
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
大
政
奉
還
す
る
ま
で
の
約
二
六
〇
年

ほ
ど
を
い
う
。
そ
し
て
武
家
政
治
が
お
わ
る
と
、
天
皇
政
治
が
は
じ
ま
り
、
大
東
亜
（
太
平
洋
）
戦
争
終
結
を
さ
か
い
に
こ
ん
ど
は
民
主
政
治
の
時
代
を
迎
え
、
い
ま
に
至

っ
て
い
る
が
、
明
治
維
新
か
ら
こ
ん
に
ち
ま
で
一
四
〇
余
年
に
も
な
る
。

江
戸
時
代
に
は
じ
ま
り
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
い
っ
た
長
い
時
の
経
過
の
な
か
で
、
都
内
の
遺
蹟
や
古こ

址し

（
古
跡
）
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
と
か
た
も
な
く
地
上
か

ら
消
え
て
し
ま
い
、
昔
日
を
彷
彿
さ
せ
る
一
物
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
い
ま
に
残
る
都
内
の
数
す
く
な
い
史
蹟
も
早
晩
湮い

ん

滅め
つ

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
幽
居
の
な
か
で
古
人
と

と
も
に
生
き
、
語
ら
う
に
は
、
古
書
を
ひ
も
と
く
の
が
い
ち
ば
ん
で
あ
る
。
筆
者
の
雑
書
の
な
か
に
は
、
江
戸
中
期
に
小
石
川
小こ

日び

向な
た

に
あ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
関
す

宮

永

　

孝

東
京

　
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
遺
跡
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る
和
書
が
何
冊
か
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
購
入
し
た
の
は
、
他
日
こ
の
屋
敷
に
監
禁
さ

れ
た
宣
教
師
や
信
者
ら
に
つ
い
て
何
か
を
書
く
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
こ
の
あ
い
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
の
本
を
拾
い
よ
み
し
、
本
務
の
余
暇
に
い
ろ

い
ろ
関
連
文
献
を
あ
つ
め
た
結
果
、
駄
文
ぐ
ら
い
な
ら
書
け
そ
う
な
気
が
し
た
。
が
、

新
説
を
打
ち
立
て
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

＊

一
　
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
跡
地

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
跡
地
を
検
証
す
る
た
め
に
茗

み
ょ
う

荷が

谷だ
に

に
た
び
た
び
出
か
け
た
が
、

そ
こ
に
見
た
も
の
は
、
若
干
の
石
碑
と
案
内
板
、
何
本
か
の
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
樹
と

静
か
な
住
宅
地
だ
け
で
あ
っ
た
。
む
か
し
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
門
が
あ
っ
た
あ
た
り
の
家
（
現
・
小
日
向
一
丁
目
十
六
番
地
）
の
壁
面
（
道
路
ぞ
い
）
に
、

「
都と

旧
き
ゅ
う

跡せ
き

　
　
切
支
丹
屋
敷
跡
」

と
い
っ
た
石
碑
と
、
も
う
一
つ
正
方
形
の
小
さ
な
石
製
の
碑
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
は
、
い
ま
で
は
す
っ
か
り
昔
の
お
も
か
げ
を
失
い
、
遺
構
の
位
置
を
た
し
か
め
る
こ
と
す
ら
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
屋
敷
の
位
置
は
、
昭
和

三
十
年
代
の
町
名
で
い
え
ば
、

茗
荷
谷
町
七
六
、
八
七
な
い
し
九
三
番
地

付
近
で
あ
る
よ
う
だ
（『
文
京
区
志
』
昭
和
31
・
3
、
八
二
九
頁
）。

キリシタン坂の頂上より、小石川台方面を撮ったもの。
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キリシタン坂を昇って右側に折れた所に「都旧跡 切支丹屋敷
跡」の石柱がある。〔筆者撮影〕

88，90 番地は，檀野礼助宅（ここに井戸があった）

注・『文京区史　巻 2』（昭和43・3 刊，p.406）を参照し、筆者が手を加えたもの。

　地上約 1
メートルくらいの四角錐の石（地下鉄工事のまえ，
第六天町の大森宅に保管されていた）。宣教師シドッチの墓
ともいわれている。

庚申坂（キリシタン坂）

至「無量院」（現存しない）

都旧跡の石柱
（切支丹屋敷跡）
があるキリシタン屋敷が

在ったと考えられる所

浅利坂（現存しない）。この坂は茗荷谷 90 番地と 93 番地
　　　　　　　　　　　　　との境を西にむかっていた。東山農事株式会社跡

キリシタン屋敷区画図
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キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
は
、
幕
府
の
大
目
付
・
井
上
築
後
守
政ま

さ

重し
げ

（
宗
門
奉
行（

1
）を

兼
務
）
の
下
屋
敷
で
あ
っ
た
が
、
宣
教
師
ら
を
監
禁
す
る
た
め
に
約
七
千
七
百
坪（

2
）ほ

ど
の
土

地
に
、
正

し
ょ
う

保ほ

三
年
（
一
六
四
六
）“
囲か

こ

い
屋
敷（

3
）”（

約
六
百
か
ら
八
百
坪
）
を
造
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）（

4
）廃

獄
に
な
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
名
称
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
古
来
も
っ
と
も
広
く
用
い
ら
れ
た
の
は
、

山や
ま

屋
敷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
「
査さ

祅け
ん

余よ

録ろ
く

」（
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
勤
務
し
て
い
た
与
力
・
河
原
甚
五
兵
衛
の
日
記
［
一
六
七
二
〜
一
六
九
一
］）

切
支
丹
屋
敷
…
…
…
…
…
…
… 

同
右
。

キ
リ
シ
タ
ン
ヤ
シ
キ
…
…
…
…
「
分
間
江
戸
大
絵
図
」
明
和
元
年
［
一
六
六
三
］

切
支
丹
の
牢
…
…
…
…
…
…
…
『
江
戸
雀す

ず
め』

延え
ん

宝ぽ
う

五
年
［
一
六
七
七
］

キ
リ
シ
タ
ン
ヤ
シ
キ
…
…
…
…
「
江
戸
大
絵
図
」
元
禄
六
年
［
一
六
九
三
］

宝永5年〔1708〕の「江戸案内巡見図鑑」にみられるキリシタ
ン屋敷。〔国立公文書館蔵〕
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切
死マ

マ

丹
籠ろ

う

屋や

鋪し
き

…
…
…
…
…
…
「
宝
永
五
年
江戸

案
内
巡
見
図
鑑
」［
一
七
〇
八
］

改あ
ら
た
め

屋
敷
…
…
…
…
…
…
…
…
「
新
井
白
石
日
記
」
宝ほ

う
え
い永

六
年
［
一
七
〇
九
］

キ
リ
シ
タ
ン
ロ
ウ
ヤ
シ
キ
…
…
「
分
間
江
戸
大
絵
図
」
享
保
四
年
［
一
七
一
九
］

キ
リ
シ
タ
ン
ロ
ウ
ヤ
シ
キ
…
…
「
寛か

ん
え
ん延

江
戸
絵
図
」
寛
延
二
年
［
一
七
四
五
］

切
支
丹
御
用
屋
敷
跡
…
…
…
…
「
小
日
向
志
」
文
化
八
年
［
一
八
一
一
］

切
し
た
ん
屋
敷
…
…
…
…
…
…
『
万
世
江
戸
町
鑑

　
上
巻
』
安
政
四
年
［
一
八
五
七
］

吉
利
支
丹
や
し
き
…
…
…
…
…
『
通
航
一
覧
』（
巻
之
百
八
十
九
）
嘉か

永え
い

六
年
［
一
八
五
三
］

切
支
丹
や
し
き
…
…
…
…
…
…
『
息そ

っ

距き
ょ

編へ
ん

』（
五
、
六
巻
、
水
戸
藩
が
編
ん
だ
排は

い

耶や

論
集
。
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
）

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
研
究
家
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
同
屋
敷
の
形
状
を
し
め
す
絵
図
で
あ
る
。
紙
上
に
現
わ
れ
、
世
間
に
知
ら
れ
た
も

の
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑴
中
山
興こ

う

「
東
京
小
日
向
切
支
丹
坂
の
名
義
」
中
に
み
ら
れ
る
絵
図
。「
第
二

図
」
と
あ
る
も
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
執
筆
者
で
あ
る
中
山
興
は
、
天
保
年

間
の
生
ま
れ
。
幕
府
の
学
問
所
で
学
ん
だ
幕
臣
。
維
新
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信

徒
と
な
り
、
工
部
省
の
電
信
寮
に
務
め
た
。
築
地
教
会
に
出
入
り
し
た
。
生

没
年
不
詳
。

…
…
…『
東
洋
学
芸
雑
誌
』（
第
八
三
号
所
収
、
明
治
21
・
8
）

⑵
「
切
支
丹
屋
敷
」（
通
航
一
覧
小
日
向
志
所
載
の
図
を
模
写
し
た
も
の
）…
…
…
…
…
渡
辺
修
二
郎
著
『
内
政
外
教
衝
突
史
』（
民
友
社
、
明
治
29
・
8
）

⑶
「
江
戸
切
支
丹
屋
敷
の
図
」（
通
航
一
覧
よ
り
模
写
し
た
も
の
）…
…
…
…
…
…
…
…
山
本
秀
煌
著
『
江
戸
切
支
丹
屋
敷
の
史
蹟
』（
イ
デ
ア
書
院
、
大
正
13
・
6
）

⑷
工
藤
応
之
「
切
支
丹
屋
敷
」（
中
山
論
文
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
図
）…
…
…
…
…『
武
蔵
野
』（
第
八
巻
第
七
号
所
収
、
大
正
15
・
12
）

⑸
無
題
で
あ
る
が
、
か
り
に
「
切
支
丹
山
屋
敷
図
」
と
し
て
お
く
。
こ
れ
は
川

村
恒
喜
の
『
史
蹟
切
支
丹
屋
敷
研
究
』
の
中
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
同
一
で

あ
る
。

…
…
…『
東
京
市
史
稿

　
市
街
篇

　
第
六
』（
東
京
市
役
所
、
昭
和
4
・
1
）
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⑹
「
切
支
丹
山
屋
敷
図
」（
小
日
向
志
所
載
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
川
村
恒つ

ね

喜き

著
『
史
蹟
切
支
丹
屋
敷
研
究
』（
郷
土
研
究
社
、
昭
和
5
・
11
）

⑺
「
中
山
興
作
図
・
切
支
丹
屋
敷
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
真
山
青
果

随
筆
選
集
『
切
支
丹
屋
敷
研
究
・
川
柳
雑
記
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
27
・
12
）

⑻
「
切
支
丹
山
屋
敷
図
」（
三
井
文
庫
所
蔵
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…『
史
学

　
特
輯
サ
ビ
エ
ル
研
究
』（
三
田
史
学
会
、
昭
和
24
・
6
）

⑼
「
三
井
文
庫
に
残
る
切
支
丹
屋
敷
絵
図
」（
窪
田
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
写

真
の
状
態
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
）

…
…
…
窪
田
明
治
著
『
切
支
丹
屋
敷
物
語
』（
雄
山
閣
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
45
・
9
）

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
図
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
小
日
向
志
」（
廃
獄
に
な
っ
た
寛
政
四
年
［
一
七
九
二
］
か
ら
三
十
余
年
後
の
著
述
）
所
載
の
も
の
し
か
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
が
、
こ
れ
ら
の
絵
図
の
中
で
も
ま
れ
に
見
る
珍
品
は
、
公
益
財
団
法
人
「
三
井
文
庫
」（
東
京
都
中
野
区
上
高
田
五
―
一
六
―
一
）
が
所
蔵
す
る
「
切
支
丹
山

屋
敷
図
」
で
あ
る
。
幸
い
筆
者
は
先
ご
ろ
こ
の
絵
図
を
実
見
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
の
で
、
そ
の
印
象
を
語
っ
て
お
こ
う
。
図
面
は
「
無
題
」
で
あ
っ
て
、
大
き
な
茶
封

筒
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
絵
図
の
大
き
さ
は
、
三
井
文
庫
前
館
長
・
中
井
信
彦
（
一
九
一
六
〜
一
九
九
〇
、
慶
大
教
授
）
が
執
筆
し
た
「
切
支
丹
山
屋
敷
に
つ
い
て
（
口
絵
解
説
）」（『
史

学
　
特
輯

　
サ
ビ
エ
ル
研
究
』
三
田
史
学
会
、
昭
和
24
・
6
）
に
よ
る
と
、

縦
一
八
〇
セ
ン
チ

　
　
　
横
一
四
〇
・
七
セ
ン
チ

で
あ
る
。
料

り
ょ
う

紙し

（
用
紙
）
は
、
厚
手
の
鳥と

り

の
子こ

紙
（
雁が

ん

皮ぴ

と
楮

こ
う
ぞ

を
ま
ぜ
て
す
い
た
和
紙
）

―
縦
九
一
・
四
セ
ン
チ
、
横
三
五
・
八
セ
ン
チ

―
の
も
の
を
八
枚
貼
り
つ

い
で
あ
る
。
保
存
状
態
は
、
け
っ
し
て
悪
く
は
な
い
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
虫
く
い
が
あ
り
、
裏
打
ち
（
他
の
紙
を
張
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。

絵
図
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
す
こ
し
色
あ
せ
て
み
え
る
。
建
物
は
う
す
茶
色
に
、
山
屋
敷
を
取
り
か
こ
ん
で
い
る
の
は
松
の
木
が
あ
る
雑
木
林
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
緑
色
に
塗
っ
て
あ
る
。
山
屋
敷
ぜ
ん
た
い
は
“
空か

ら

堀ぼ
り

”（
水
の
な
い
堀
）
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
敷
地
の
東
南
の
一
角
に
、“
池
”
ま
た
は
“
沼
”
の
よ
う
な
も
の

が
み
ら
れ
る
。
山
屋
敷
の
総
面
積
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
周
囲
は
三
百
三
十
間
と
い
う
か
ら
、
約
六
〇
〇
か
ら
八
〇
〇
坪（

5
）ほ

ど
の
広
さ
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
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「切支丹山屋敷図」〔三井文庫蔵〕〔筆者撮影〕

サンタマリア教会のマリア・マレガ神父が，苦心のすえ完成したキリシタン屋敷の復元図。
〔三井文庫蔵〕
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こ
の
絵
図
の
伝
来
は
、
不
明
で
あ
る
。
も
と
京
都
府
庁
の
反
古
の
な
か
に
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
東
京
の
某
書
肆
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
ま
た
買
い
入
れ
た
の
が
三み

つ

井い

高た
か

堅か
た

（
源
右
衛
門
、
一
八
六
七
〜
一
九
四
五
、
実
業
家
・
拓
本
収
集
家
。
三
井
新
町
家
第
九
代
当
主
、
三
井
銀
行
社
長
、
三
井
呉
服
店
社

長
）
で
あ
っ
た
。
本
図
の
下
部

―
左
右
に
、「
讀
易
堂
図
書
記
」
と
「
三
井
家
」
の
印
が
見
ら
れ
る
。

本
絵
図
の
作
製
年
代
も
明
ら
か
で
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
何
ら
の
記
載
も
な
い
し
、
作
者
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
査さ

妖け
ん

余よ

録ろ
く

」（
宗
文
改
与
力
＝
河
原
甚
五
郎
の
記
録
。

寛
文
十
二
年
［
一
六
七
二
］
〜
延
宝
元
年
［
一
六
七
三
］、
延
宝
二
年
［
一
六
七
四
］
一
月
〜
元
禄
四
年
［
一
六
九
一
］
な
ど
の
記
事
を
収
め
た
も
の
）
に
は
、
五
名
の
収

容
者
（
三
右
衛
門
、
卜
意
、
壽
庵
、
南
甫
、
二
官
）
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
絵
図
に
は
他
に
十
名
（
四
郎
右
衛
門
、
元
交
、
舟
泊
、
了
味
、
道
巴
、
長
兵
衛
、
り
う

し
ん
、
甚
太
郎
、
壽
慶
、
九
郎
兵
衛
）
ら
の
名
前
が
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
絵
図
は
「
査
妖
余
録
」
の
筆
録
が
は
じ
ま
っ
た
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
以
前
よ
り
も
さ
ら

に
古
い
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
以
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
井
上
筑
後
守
が
職
を
辞
し
た
の
は
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
七
月
九
日
で
あ
る
。

＊

一
　
山
屋
敷
（
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
）
の
構
造
に
つ
い
て

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
は
、
長
方
形
を
な
し
て
お
り
、
南
北
に
長
く
、
東
西
に
短
い
。
こ
の
屋
敷
の
周
囲
に
三
百
三
十
間
（
約
五
九
四
メ
ー
ト
ル
）
の
空
堀
が
め
ぐ
ら
し
て
あ

っ
た
。
堀
の
幅
は
一
間け

ん

（
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）、
深
さ
は
一
間
一
尺
（
約
二
メ
ー
ト
ル
余
）
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

屋
敷
の
外
側

―
北
方
に
「
谷
」
が
あ
り
、
南
方
は
“
百
姓
地
”、
東
と
西
と
に
“
同
心
屋
敷
”
が
あ
っ
た
。

東
方
に
屋
根
の
つ
い
た
表
門
が
あ
り
、
そ
の
前
に
石
段
が
あ
っ
た
。
そ
の
手
前
に
あ
る
の
は
、“
庚こ

う

申し
ん

橋ば
し

”（
ま
た
の
名
は
“
獄
門
橋
”）
で
あ
る
。
表
門
を
く
ぐ
っ
て
右

側
に
あ
っ
た
の
は
、
番
所
で
あ
る
。
番
所
の
前
に
“
か
ら
た
ち
ば
な
”（
や
ぶ
こ
う
じ
科
の
常
緑
小
低
木
）
が
植
え
て
あ
る
道
が
、
西
の
方
向
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
い
る
。

行
き
着
い
た
先
に
ふ
た
た
び
屋
根
の
つ
い
た
門
が
あ
る
。
そ
れ
は
井
上
筑
後
守
の
屋
敷
に
い
た
る
門
で
あ
る
。

囚
人
は
こ
の
門
を
く
ぐ
っ
た
の
ち
、
右
（
北
の
方
向
）
に
曲
が
り
、“
囲か

こ

い
屋
敷
”（
牢
獄
）
に
む
か
っ
た
。
そ
れ
は
土
手
を
め
ぐ
ら
し
て
あ
り
、
土
手
の
上
に
は
屋
根
の

つ
い
た
塀
（
高
さ
一
丈
二
尺
＝
約
三
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ
）
と
し
の
び
が
え
し

0

0

0

0

0

0

と
し
て
八
寸
（
約
二
六
セ
ン
チ
）
釘く

ぎ

が
打
ち
つ
け
て
あ
っ
た
。

こ
の
囲
い
地
の
大
き
さ
は

―
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西東の長さ 32 間

井戸
籠屋三間　はり二十六間　ただしあがり屋共ニ

やろう

三
間
ば
り
ニ
十
五
間

三
間
ば
り
ニ
十
五
間

三
右
衛
門
の
へ
や

　五
間

四
郎
右
衛
門
の
へ
や

　四
間

庭

卜
意
の
へ
や

　三
間

筑
後

足
軽

壽
庵

四
間井戸 井戸

三
間
ば
り
ニ
十
五
間

石
垣
の
高
さ
一
間
半

　北
南
の
長
さ
四
十
六
間

三
間
ば
り
ニ
十
五
間

二
官
の
へ
や

　三
間

舟
泊
の
へ
や

　四
間

元
交
の
へ
や

　五
間

庭

筑
後
守
家
来
并
足
軽
罷
在

所

そ
う
ろ
う
と
こ
ろ

番
所

道 道

ぼ
く
い

じ
く
わ
ん

三井文庫館長・中井信彦筆「切支丹山屋敷について〔口絵解説〕」（『史学　特輯　ザビエル研究』所収、昭和
24・6）を参考にし、筆者が手を加えたもの。

キリシタン山屋敷の図
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東
西
三
十
三
間
（
約
五
二
メ
ー
ト
ル
）

南
北
四
十
六
間
（
約
八
三
メ
ー
ト
ル
）

ほ
ど
で
あ
る
。
牢
屋
（
ひ
の
き
の
板
で
造
っ
た
も
の
、
外
観
は
土
蔵
）
は
、
中
庭
に
四
棟
あ
っ
た
。
独
房
の
数
は
七
つ
以
上
あ
っ
た
。
一
棟
に
三
部
屋
あ
り
、
む
ね
の
大
き

さ
は
十
二
間
（
役
二
十
三
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
。

ほ
か
に
井
上
筑
後
守
の
家
来
や
足
軽
た
ち
の
た
め
の
住
居
が
、
四
棟
あ
っ
た
。

「
通
航
一
覧
」
に
あ
る
絵
図
に
よ
る
と
、
そ
の
ほ
か
吟
味
所
・
井
戸
・
官
庫
（
没
収
し
た
祭
器
、
式
具
、
書
物
、
関
係
帳
簿
な
ど
を
収
め
た
）・
墓
（
死
亡
し
た
宣
教
師
や

し
も
べ
の
も
の
）
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
は
、
棄
教
し
た
宣
教
師
ら
を
収
容
し
た
所
で
あ
り
、
そ
れ
が
存
続
し
た
の
は
百
四
十
年
ほ
ど
で
あ
る
が
、
廃
獄
に
な
っ
て
か
ら
は
、
山
屋
敷
は
じ
ょ
じ

ょ
に
武
家
屋
敷
と
し
て
分
割
さ
れ
て
行
っ
た
。

＊

一
　
同
屋
敷
に
収
監
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン

徳
川
秀
忠
（
一
五
七
九
〜
一
六
三
二
）
の
代
に
入
る
と
、
家
康
の
志
を
つ
ぎ
禁
教
政
策
が
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
、
長
崎
市
民
に
“
転
び
証
文
”（
棄
教
証
書
）
を
出
さ
せ

た
り
、
一
般
人
に
は
所
属
す
る
寺
院
を
定
め
“
宗
旨
帳
”
を
設
け
た
。
ま
た
棄
教
し
た
司パ

ー
ド
レ祭

を
キ
リ
シ
タ
ン
の
目
明
し
（
探
偵
）
と
し
て
使
っ
た
。

寛
永
十
年
九
月
（
一
六
三
三
・
一
〇
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
レ
イ
ラ
（
一
五
八
〇
？
〜
一
六
五
〇
？
）
は
、
長
崎
潜
伏
中
に
捕
え

ら
れ
、
穴
吊
し
の
拷
問
に
あ
い
棄
教
し
、
の
ち
沢
野
忠

ち
ゅ
う

庵あ
ん

と
称
し
て
長
崎
に
と
ど
ま
り
、
幕
府
宗
門
目
明
し
兼
通
訳
と
な
っ
た
。
同
十
九
年
七
月
（
一
六
四
二
・
八
）、
司

祭
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ル
ビ
ノ
一
行
九
名
は
、
マ
ニ
ラ
か
ら
薩
摩
に
着
い
た
が
捕
え
ら
れ
、
長
崎
に
送
ら
れ
、
取
調
べ
の
上
、
翌
年
二
月
処
刑
さ
れ
た
。

三
代
将
軍
徳
川
家
光
（
一
六
〇
四
〜
五
一
）
は
、
当
初
な
る
べ
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
殺
さ
ず
、
そ
の
宗
旨
を
改
め
さ
せ
る（

6
）政

略
を
と
っ
て
い
た
が
、
寛
永
十
四
年
（
一
六

三
七
）
の
島
原
の
乱
が
起
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
処
置
を
改
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
刑け

い

戮り
く

す
る
（
殺
す
）
方
針
に
変
わ
っ
た
。
し
か
し
、
天
草
の
乱
が
お
わ
り
幕
府
の
施
策
が
よ

う
や
く
緒
に
つ
く
や
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
た
い
す
る
扱
い
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、
殺
戮
主
義
か
ら
不
殺
主
義
方
式
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。



88（11）

東京　キリシタン屋敷の遺跡

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
住
人
第
一
号
と
な
っ
た
の
は
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
キ
リ
シ
タ
ン
十
名
で
あ
り
、
寛
永
二
十
年
五
月
十
六
日
（
一
六
四
三
・
七
・
一
）
平
戸
の
北
方

―

梶か
じ

目め

の
大
島
（
博
多
領
）
の
見
張
番
に
捕
え
ら
れ
、
長
崎
か
ら
江
戸
に
送
ら
れ
、
こ
の
一
行
を
収
容
す
る
た
め
に
特
設
さ
れ
た
“
囲
い
屋
敷
”
に
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
牢
獄

に
監
禁
さ
れ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
人
々
で
あ
る
。

	
［
人
名
］（
日
本
名
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　［
出
自
そ
の
他
］

司
祭	

卜ぼ
く

意い

（
七
十
歳
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ペ
ド
ロ
あ
る
い
は
ペ
ロ
・
マ
ル
ケ
ス
（
一
五
七
五
〜
一
六
五
七
）。
エ
ボ
ラ
管
区

内
の
モ
ウ
ラ
ン
生
ま
れ
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
。

イ
ル
マ
ゥ
ン	

南な
ん

甫ぽ

（
四
十
二
歳
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

肥
前
国
長
崎
茂
木
村
の
医
師（

7
）で

あ
っ
た
。
い
つ
の
こ
ろ
か
不
明
だ
が
、
外
国
に
渡
り
、
入
信
。

ア
レ
ラ
レ
ヒ
エ
ラ
と
改
名
し
た
。

同
宿

従
者	

二じ
く

官わ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

コ
ー
チ
ン
シ
ナ
生
ま
れ
。キ
リ
シ
タ
ン
の
名
を
ト
マ
ス
と
い
っ
た（

8
）。

同
宿

　
　
　

イ
ル
マ
ゥ
ン	

壽
庵
（
三
郎
左
衛
門
）［
二
十
歳
？
］…
…
…
…
…
…
…
…
…	

広
東
順
徳
縣（

9
）の

生
ま
れ
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
名
を
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
と
い
っ
た
。

司
祭	

岡
本
三
右
衛
門
（
四
十
二
歳
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

イ
タ
リ
ア
人
ジ
ウ
ゼ
ッ
ペ
・
キ
ア
ラ
（
一
六
〇
二
〜
一
六
八
五
）。
シ
チ
リ
ア
島
の
パ
レ
ル
モ
の

出
身
。

	

四
郎
右
衛
門
（
五
十
一
歳
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

大
坂
今
橋
一
丁
目（

10
）で

生
れ
た
日
本
人
。
マ
ニ
ラ
に
家
が
あ
り
、
家
族
を
残
し
て
日
本
に
来
た
。

他
に
以
上
六
名
と
い
っ
し
ょ
に
捕
縛
さ
れ
、
長
崎
で
死
亡
し
た
り
、
江
戸
に
連
行
さ
れ
た
者
と
し
て
、
つ
ぎ
の
四
名
が
い
る
が
、
棄
教
後
の
日
本
名
や
没
年
は
明
ら
か
で

な
い
。

司
祭	

ア
ロ
ン
ソ
・
ア
ロ
ヨ
（
五
十
一
歳
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

ア
ラ
ゴ
ン
生
れ
の
ス
ペ
イ
ン
人
。
マ
ニ
ラ
管
区
長
の
秘
書
と
し
て
来
日
し
、
棄
教
。
の
ち
キ
リ
ス

ト
教
に
復
し
、
餓
死
し
た
。
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イ
ル
マ
ゥ
ン	

ロ
ウ
レ
ン
ソ
・
ピ
ン
ト
（
三
十
二
歳
）
…
…
…
…
…
…
…
…	

長
崎
生
れ
の
中
国
人
。
父
ミ
ゲ
ル
・
ピ
ン
ト
は
唐
通
詞
。
ロ
ウ
レ
ン
ソ
は
中
国
人
の
父
と
日
葡
混

血
の
母
と
の
間
に
生
れ
た
。
両
親
は
マ
カ
オ
在
住
。

	

マ
タ
ベ
・
ヤ
シ
ン
ト
（
五
十
五
歳
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

京
都
生
れ
の
日
本
人
。

	

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ッ
ソ
ラ
・
ロ
マ
イ
ン
（
四
十
歳
）
…
…	

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
生
れ
の
イ
タ
リ
ア
人
。
日
本
で
棄
教
後
、
ほ
ど
な
く
死
亡
。

こ
れ
ら
十
名
は
、
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
自
由
な
意
志
に
よ
っ
て
日
本
渡
海
を
実
行
に
移
し
た
。
ジ
ャ
ン
ク
一
隻
を
ま
ず
買
い
入
れ
た
。
か
れ
ら
は
コ
ー
チ
ン

シ
ナ
と
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
と
の
間
に
あ
る
ブ
ラ
ス
島
を
出
帆
し
た
。
日
本
に
近
づ
き
、
陸
地
を
発
見
す
る
と
、
小サ

型ン

のパ

舟ン

に
乗
り
移
り
、
不
毛
な
小
島
（
無
人
島
）
を
め
ざ
し

て
こ
ぎ
だ
し
た
。
が
、
人
間
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
小
島
を
転
々
と
し
た
（『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記

　
訳
文
編
之
七
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
平
成

3
・
3
）。

し
か
し
、
あ
る
島
に
上
陸
し
た
と
き
、
山
の
頂
上
に
番
小
屋
が
あ
り
、
そ
こ
の
番
人
に
銀
貨
二
枚
を
あ
た
え
た
。
や
が
て
一
行
は
下
関
を
目
ざ
し
て
舟
を
こ
ぎ
だ
し
た
が
、

番
士
た
ち
に
追
跡
さ
れ
、
か
れ
ら
の
い
た
梶
目
の
大
嶋
に
連
行
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
長
崎
、
江
戸
へ
と
送
ら
れ
た
。

日
本
渡
海
か
ら
捕
縛
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
、
日
本
側
史
料
（「
通
航
一
覧 

巻
之
百
八
十
八
」）
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。

寛
永
二
十
年
癸

ミ
ズ
ノ
ト
ヒ
ツ
ジ

未
五
月
十
二
日
（
一
六
四
三
・
六
・
二
七
）
の
こ
と
、
筑
前
国
梶
目
の
大
島
に
十
人
乗
組
の
小
舟
が
着
岸
し
た
。
船
中
の
者
た
ち
は
上
陸
す
る
と
、

水
な
ど
を
飲
ん
で
い
た
。
こ
の
島
の
神か

ん

主ぬ
し

・
甲
斐
四
郎
左
衛
門
の
弟
・
仁
兵
衛
と
い
う
者
が
、
一
行
に
ち
か
づ
く
と
、
こ
こ
は
ど
こ
で
あ
り
、
山
の
上
に
あ
る
小
屋
は
何
か

と
た
ず
ね
ら
れ
た
。
仁
兵
衛
は
、
あ
れ
は
邪
宗
を
勧
め
に
や
っ
て
来
る
異
国
船
を
見
張
る
た
め
の
番
所
で
あ
る
、
と
い
う
と
、
皆
々
お
ど
ろ
き
、
銀
二
枚
を
出
し
、
わ
れ
わ

れ
は
船
を
出
し
て
去
る
か
ら
、
し
ば
ら
く
だ
ま
っ
て
い
て
く
れ
る
よ
う
に
た
の
ん
だ
。

上
陸
し
た
者
た
ち
は
、
皆
和
服
を
着
、
腰
に
脇
差
（
ふ
つ
う
一
尺
七
、
八
寸
＝
約
五
〇
セ
ン
チ
）
を
差
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
奇
異
に
感
じ
ら
れ
た
の
は
、

異
国
人
と
思
わ
れ
た
者
が
日
本
人
に
似
せ
て
月さ

か

代や
き

を
剃
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
異
教
を
伝
え
る
た
め
に
秘
か
に
や
っ
て
来
た
こ
と
を
白
状
し
た
。

仁
兵
衛
は
さ
っ
そ
く
家
に
帰
る
と
、
こ
の
こ
と
を
島
番
の
村
井
仁
右
衛
門
に
報
告
し
た
。
島
奉
行
の
村
井
は
島
民
た
ち
を
集
め
る
と
、
追
い
風
に
帆
を
揚
げ
て
逃
げ
て
ゆ

く
異
人
た
ち
の
船
を
追
跡
し
、
つ
い
に
地
の
島
と
い
う
所
で
追
い
つ
く
と
、
一
行
十
名
を
召
し
捕
る
こ
と
が
で
き
た
。
異
人
た
ち
は
ひ
と
ま
ず
大
島
に
連
行
さ
れ
た
。

南
蛮
の
バ
テ
レ
ン
ら
を
捕
え
た
、
と
い
っ
た
報
告
は
、
さ
っ
そ
く
江
戸
と
長
崎
へ
伝
え
ら
れ
た
。
一
行
十
名
は
長
崎
奉
行
所
で
た
び
た
び
拷
問
と
取
調
べ
を
受
け
た
の
ち
、
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棄
教
し
た
の
で
江
戸
送
り
と
な
っ
た
。
江
戸
に
到
着
し
た
の
は
寛
永
二
十
年
七
月
十
三
日
（
一
六
四
三
・
八
・
二
七
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
伝
馬
町
の
牢
に
入
れ

ら
れ
た
の
ち
、
小
日
向
の
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
監
禁
さ
れ
た
。

宣
教
師
た
ち
は
、
全
員
キ
リ
ス
ト
教
を
棄
て
、
日
本
の
宗
旨
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
ま
で
同
行
し
た
蘭
通
詞
・
西
吉
兵
衛
が
後
日
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
語
っ
た
話

に
よ
る
と
、
捕
縛
さ
れ
た
者
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
人
と
し
て
生
活
し
、
女
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
よ
う
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
日
本
人
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、
四
人
の

ポ
マ

　マ

ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
（
ペ
ド
ロ
、
キ
ア
ラ
［
イ
タ
リ
ア
人
］、
ア
ロ
ヨ
［
ス
ペ
イ
ン
人
］、
ロ
マ
イ
ン
［
イ
タ
リ
ア
人
］
ら
の
こ
と
か
）
は
拒
否
し
た
の
で
、
以
前
の
よ
う

に
き
び
し
い
監
視
下
に
あ
る
と
い
う
（『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
一
六
四
三
・
一
二
・
二
付
）。

宝
永
五
年
八
月
二
十
九
日
（
一
七
〇
八
・
一
〇
・
一
二
）、
大
隅
国
屋や

久く

島
（
現
・
鹿
児
島
の
南
約
六
〇
キ
ロ
に
位
置
す
る
円
形
の
島
）
の
湯
泊
村
沖
に
外
国
船
が
現
れ

る
や
、
男
一
人
を
ボ
ー
ト
で
上
陸
さ
せ
た
の
ち
退
去
し
た
。
上
陸
し
た
男
は
、
色
白
の
髪
の
黒
い
、
身
の
た
け
六
尺
以
上（

11
）も

あ
る
大
男
で
あ
り
、
日
本
人
の
よ
う
に
さ
か
や

き
を
そ
り
、
茶
褐
色
の
着
物
を
つ
け
、
腰
に
脇
差
し
を
差
し
て
い
た
。

折
か
ら
炭
焼
き
用
の
ま
き
を
伐
り
に
来
て
い
た
恋こ

ひ

泊ど
ま
りと

い
う
村
の
百
姓
・
藤
兵
衛
と
出
会
っ
た
。
見
た
と
こ
ろ
異
国
人
に
し
か
見
え
な
い
大
男
は
、
水
を
の
み
た
い（

12
）し

ぐ

さ
を
し
た
。
そ
の
後
島
民
が
三
人
ほ
ど
来
た
の
で
、
藤
兵
衛
は
そ
の
怪
し
い
男
を
じ
ぶ
ん
の
家
に
案
内
し
、
食
事
な
ど
を
あ
た
え
る
と
、
代
金
を
払
お
う
と
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
異
国
人
は
訴
え
に
よ
っ
て
や
っ
て
来
た
役
人
に
引
渡
さ
れ
、
宮
ノ
浦
に
留
め
お
か
れ
た
。
鹿
児
島
か
ら
長
崎
奉
行
の
命
を
う
け
た
引
き
取
り
の
役
人
が
屋

久
島
に
や
っ
て
来
、
異
国
人
を
伴
っ
て
長
崎
に
着
い
た
の
は
宝
永
五
年
一
一
月
九
日
（
一
七
〇
八
・
一
二
・
二
〇
）
で
あ
っ
た
。

長
崎
で
は
奉
行
・
別
所
播
磨
守
、
駒
木
根
肥
後
守
ら
の
立
ち
会
い
の
う
え
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
通
訳
と
吟
味
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
異
国
人
は
、
シ
チ
リ
ア
島
生

ま
れ
の
イ
タ
リ
ア
人

―
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
シ
ド
ッ
チ
と
い
う
名
の
四
十
一
歳
に
な
る
司
祭
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
同
人
は
ロ
ー
マ
法

（
パ
ッ
パ
）王

ク
レ
メ
ン

ス
十
一
世
の
命
を
う
け
て
、
布
教
の
た
め
に
マ
ニ
ラ
経
由
で
日
本
に
潜
入
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
語
も
す
こ
し
理
解
で
き
た
よ
う
で
、
蛮
語
を
ま
じ
え
て
語
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ロ
ー
マ
に
い
た
と
き
書
物
か
ら
学
び
、
ま
た
マ
ニ
ラ
で
日
本
人
に
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
シ
ド
ッ
チ
は
横
文
字
の
書
物
を
大
小
十
一
冊
所
持
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
は

―
「
ヒ
イ
タ
・
サ
ン
ト
ー
ル
ム
」（V

ita Santorum

「
聖
人

伝
」）
と
「
デ
キ
シ
ヨ
ナ
ア
リ
ヨ
ム
」（D

ictionarium

「
辞
書
」）
が
あ
っ
た
と
「
西
洋
紀
聞
」
に
あ
る
の
は
、
つ
ぎ
の
書
の
こ
と
で
あ
る
。
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サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
内
抜
書

　
　
加
津
佐
の
コ
レ
ジ
オ
刊
（
天

正
十
九
年
［
一
五
九
一
］）

デ
ィ
エ
ゴ
・
コ
リ
ャ
ド
著
『
日
本
文
典
』（D

iego C
ollado: A

rs 

G
ram

m
aticae Iaponicae Linguae

）
ロ
ー
マ
刊
（
寛
永
七
年
［
一

六
三
〇
］）

シ
ド
ッ
チ
は
長
崎
の
牢
に
あ
る
こ
と
一
年

―
つ
い
に
か
れ
は
宝

永
六
年
九
月
二
十
五
日
（
一
六
七
八
・
一
一
・
九
）
牢ろ

う

輿こ
し

（
囚
人
を

護
送
す
る
た
め
の
乗
物
）
に
乗
せ
ら
れ
、
つ
ご
う
二
十
六
人
の
供
回

り
と
い
っ
し
ょ
に
長
崎
を
出
発
し
、
江
戸
に
む
か
っ
た
。
同
年
十
一

月
一
日
（
一
六
七
八
・
一
二
・
一
四
）
江
戸
に
到
着
し
、
直
ち
に
小

日
向
の
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
牢
に
入
れ
ら
れ
た
。

江
戸
に
お
い
て
シ
ド
ッ
チ
の
尋
問
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
新
井
白
石
（
一
六
五
七
〜
一
七
二
五
、
江
戸
中
期
の
儒
学
者
、
政
治
家
。
宣
教
師
シ
ド
ッ
チ
の
訊
問
に
よ
っ
て

成
っ
た
『
西
洋
紀
聞
』
は
有
名
で
あ
る
）
で
あ
る
。
か
れ
は
翌
宝
永
七
年
一
月
二
十
二
日
（
一
七
一
〇
・
二
・
二
〇
）
か
ら
同
年
十
二
月
四
日
（
一
七
一
一
・
一
・
二
二
）

の
間
に
三
た
び
取
り
調
べ
を
お
こ
な
っ
た
。

“
囲
い
屋
敷
”
の
住
人
と
な
っ
た
シ
ド
ッ
チ
は
、
召
使
い
を
つ
け
ら
れ
、
与
力
や
同
心
ら
の
監
視
の
も
と
に
、
毎
日
二
汁
五
菜
の
食
事
と
金
二
十
両
五
人
扶ふ

持ち

供
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
幽
閉
さ
れ
て
六
年
目
の
正

し
ょ
う

徳と
く

四
年
（
一
七
一
四
）
二
月
、
奴ぬ

婢ひ

（
下
男
、
下
女
）
と
し
て
付
き
ら
れ
て
い
た
長
助
・
は
る
夫
婦
に
キ
リ
ス
ト
教
を
勧
め

た
こ
と
が
露
見
し
た
た
め
、
同
年
三
月
詰つ

め

牢ろ
う

（
よ
う
や
く
体
が
入
る
く
ら
い
狭
い
牢
）
に
移
さ
れ
、
同
十
月
二
十
一
日
（
一
七
一
四
・
一
一
・
二
七
）
四
十
七
歳
で
病
死
し

た
。
死
因
は
凍
死
と
も
食
を
絶
っ
て
死
ん
だ
と
も
い
う
（「
通
航
一
覧 

巻
之
百
九
十
」）。
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
構
内
に
、
シ
ド
ッ
チ
や
長
助
夫
婦
が
葬
ら
れ
た
と
い
っ
た
言

い
伝
え
が
あ
り
、
諸
家
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
書
か
れ
て
き
た
が
、
真
相
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
が
あ
る
。

シ
ド
ッ
チ
は
、
構
内
の
北
の
ほ
う

―
裏
門
か
ら
入
っ
て
右
手
に
埋
葬
さ
れ
た
。
墓
標
と
し
て
“
榎

え
の
き

”（
に
れ
科
の
落
葉
高
木
。
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
る
）
が

「切支丹山屋敷図」にみられる“長助・はる夫婦”の墓の図。
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植
え
ら
れ
、
小
高
い
土
の
う
え
に
成
長
し
て
、“
ジ
ヨ
ア
ン
榎
”
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
寛
政
年
間
に
廃
獄
に
な
っ
た
こ
ろ
、
切
り
払
わ
れ
た
と
い
う
。

長
助
夫
婦
は
、
裏
門
か
ら
入
っ
て
左
手
に
埋
葬
さ
れ
た
と
あ
る
。
長
助
は
正
徳
五
年
十
月
七
日
（
一
七
一
五
・
一
一
・
二
）
五
十
五
歳
で
病
死
し
た
が
、
妻
女
の
お
春
の

没
年
は
不
明
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
同
夫
婦
は
構
内
に
葬
ら
れ
た
ら
し
い
。
埋
葬
地
の
盛
り
土
の
う
え
に
“
木も

く

犀せ
い

”（
モ
ク
セ
イ
科
の
常
緑
高
木
。
秋
に
な
る
と
、
黄
ま
た
は

白
の
甘
い
に
お
い
の
花
が
咲
く
）
が
植
え
て
あ
っ
た
が
、
寛
政
年
間
シ
ド
ッ
チ
の
墓
と
と
も
に
跡
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
（
工
藤
応
之
「
切
支
丹
屋
敷
」『
武
蔵
野
』
第
八
巻

第
七
号
所
収
、
大
正
15
・
12
）。

＊

一
　
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
終
え
ん
と
遺
物

山
屋
敷
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
時
が
経
つ
う
ち
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
獄
内
で
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
内
で
死
亡
し
た
者
で
名
が
は
っ
き
り
判

っ
て
い
る
者
は
、
つ
ぎ
の
六
名
で
あ
る
。

［
氏
名
］　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　［
死
亡
年
月
日
］

卜ぼ
く

意い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
明め

い

暦れ
き

三
年
五
月
一
日
（
一
六
五
七
・
六
・
六
）

南な
ん

甫ぽ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
延え

ん

宝ぽ
う

六
年
五
月
十
六
日
（
一
六
七
八
・
七
・
四
）、
享
年
七
十
九
歳
。

岡
本
三
右
衛
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
延え

ん

享
き
ょ
う

二
年
七
月
二
十
五
日
（
一
七
四
五
・
八
・
二
四
）、
享
年
八
十
四
歳
。

壽
庵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
元
禄
十
年
八
月
（
一
六
九
七
・
九
）、
享
年
八
十
歳
。

二じ

官く
わ
ん…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
元
禄
十
三
年
七
月
十
六
日
（
一
七
〇
〇
・
八
・
三
〇
）、
享
年
七
十
八
歳
。

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
シ
ド
ッ
チ
…
…
…
正
徳
四
年
十
月
二
十
一
日
（
一
七
一
四
・
一
一
・
二
七
）、
享
年
四
十
七
歳
。

こ
の
う
ち
シ
ド
ッ
チ
を
除
く
、
他
五
名
は
荼
毘
に
付
さ
れ
た
の
ち
、
小
石
川
の
無
量
院
（
浄
土
宗
京
都
知
恩
院
の
末
（
寺（

13
））

薬
王
山
能
覚
寺
と
号
し
て
い
る
。
家
光
の
側

室
お
万
の
方
の
菩
提
寺
、
明
治
三
十
年
代
に
廃
寺（

14
））

に
葬
ら
れ
た
。

岡
本
三
右
衛
門
ら
一
行
十
名
の
う
ち
、
ア
ロ
ン
リ
・
ア
ロ
ヨ
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
・
ピ
ン
ト
、
マ
タ
ベ
・
ヤ
シ
ン
ト
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ッ
ソ
ラ
・
ロ
マ
イ
ン
ら
四
名
の
没
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年
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

シ
ド
ッ
チ
の
死
を
も
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
は
、
一
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
徒
も
い
な
く
な
っ
た
。
シ
ド
ッ
チ
が
ま
だ

生
き
て
い
た
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
十
二
月

―
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
北
の
部
分
が
い
く
ら
か
削
ら
れ
、
旗
本
七
家

に
分
割
さ
れ
、“
七
間
屋
敷
”
と
よ
ば
れ
た（

15
）。

い
ま
（
昭
和
五
年
当
時
）
の
茗
荷
谷
八
十
七
、
八
番
あ
た
り
が
、
そ
の
跡

地
ら
し
い（

16
）。

こ
れ
よ
り
二
十
数
年
後
の
享
保
九
年
か
十
年
ご
ろ
（
一
七
二
四
、
五
年
）、
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
は
火
災
に
よ
り
鳥
有
に

帰
し
、
礎
石
の
み
を
残
す
だ
け
に
な
っ
た
。
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
八
八
）
こ
の
屋
敷
の
石
垣
は
と
り
く
ず
さ
れ
た（

17
）。

キ
リ
シ
タ
ン
の
徒
絶
え
て
八
十
年
ほ
ど
に
な
っ
た
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
は
廃
さ
れ
、
そ
の
跡
地
の

一
部
は
、
樹
木
を
切
り
と
り
、
地
な
ら
し
し
た
の
ち
、
徐
々
に
替
地
ま
た
は
屋
敷
と
し
て
諸
家
に
割
渡
さ
れ
、
浅
野
壹
岐
守

の
下
屋
敷
と
な
り
、
つ
い
で
大
久
保
志
摩
守
や
毛
利
讃
岐
守
の
下
屋
敷
に
変
わ
っ
た
。
他
の
一
部
は
、
宮
原
長
門
守
の
下

屋
敷
、
久
留
源
三
郎
の
屋
敷
、
鉄
砲
の
け
い
こ
場
に
充
て
ら
れ
た（

18
）。

そ
の
後
、
土
地
の
所
有
者
も
変
わ
り
明
治
と
な
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
跡
に
か
ぎ
ら
ず
小
石
川
一
帯

―
と
く
に
小
日
向
第
六
天
町
か
ら
茗
荷
谷
の
清
水
谷
町
の
あ
た
り
は
、

大
正
の
は
じ
め
ご
ろ
ま
で
、
樹
木
が
う
っ
そ
う
と
し
て
昼
な
お
暗
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
矢
田
挿そ

う

雲う
ん

（
一
八
八
二

〜
一
九
六
一
、
大
正
・
昭
和
期
の
小
説
家
、「
江
戸
か
ら
東
京
へ
」［
一
九
二
〇
〜
二
三
］
を
『
報
知
新
聞
』
に
連
載
し

た
）
が
子
供
だ
っ
た
こ
ろ
、
小
日
向
の
丘
陵
一
帯
は
樹
木
が
多
く
「
昼
な
お
暗
き
深
山
の
趣
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。
だ
か

ら
東
京
の
他
の
地
区
よ
り
「
特
異
な
、
神
秘
、
幽
う
つ
の
感
じ
を
あ
た
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
（「
切
支
丹
坂
由
来
」）。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
人
里
は
な
れ
た
淋
し
い
所

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
市
内
と
は
い
え
、
車
馬
の
音
も
聞
こ
え
ず
、
こ
こ
の
坂
、
か
し
こ
の
谷
と
、
う
す
ぐ
ら
い
木
立
の
か
げ
に
大
名
華
族
の
“
控

ひ
か
え

屋や

敷し
き

”（
本
邸
の
ほ

か
に
、
必
要
に
備
え
て
設
け
て
お
く
屋
敷
）
な
ど
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
控
屋
敷
は
、
風
雨
に
黒
ず
ん
だ
門
扉
を
閉
し
て
森
閑
と
し
て
い
た
。

と
き
ど
き
人
通
り
も
ま
れ
な
坂
道
の
か
げ
か
ら
、
に
わ
か
に
ベ
ル
の
音
が
し
た
か
と
思
っ
た
ら
、
ど
こ
か
の
屋
敷
の
主
人
を
の
せ
た
人
力
車
が
音
も
な
く
走
っ
て
く
る
の

手前“無量院”の図。
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と
行
き
あ
た
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
河
野
義
博
「
切
支
丹
屋
敷
跡
と
朝
妻
桜

―
及

お
よ
び

、
そ
の
文

献
」（『
書
物
展
望
』
第
八
二
号
所
収
、
昭
和
13
・
4
）。

こ
ん
に
ち
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
と
縁
故
が
あ
る
遺
物
は
、
ほ
と
ん
ど
跡
形
も
な
い
ほ
ど
消
失
し

て
い
る
が
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
頭
に
か
け
て
、
ま
だ
相
当
な
も
の
が
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
ご
ろ
、
い
ま
“
キ
リ
シ
タ
ン
坂
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、

む
か
し
“
庚こ

う

申し
ん

坂ざ
か

”（
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
表
門
に
至
る
坂
）
と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
坂
の

十
字
路
を
横
切
り
、
西
に
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
、
小
川

0

0

が
あ
り
、
そ
こ
に
“
木
橋
”

（
庚
申
橋
）
が
架
か
っ
て
い
た
と
い
う
（
い
ま
は
な
い
）。
む
か
し
“
獄
門
橋
”
と
呼
ば
れ
た
も

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
右
の
獄
門
橋
に
近
い
生
垣
の
あ
い
だ
に
高
さ
三
尺
ほ
ど
の
自
然
石
（
伊
豆

石
）
が
一
つ
み
ら
れ
た
と
い
う
。
俗
に
い
う
“
八
兵
衛
石
”
で
あ
る
。
八
兵
衛
は
奥
州
岩い

わ

城し
ろ

（
岩
代
の
誤
り
か
？
現
・
福
島
県
西
部
）
出
身
の
盗
人
（
歳
十
九
）
で
あ
っ
た
。
伝
馬
町
の
牢

よ
り
山
屋
敷
に
移
さ
れ
た
か
れ
は
、
延
宝
七
年
五
月
十
二
日
（
一
六
七
九
・
六
・
二
〇
）
キ
リ

シ
タ
ン
屋
敷
に
お
い
て
処
刑
（
試

た
め
し

斬ぎ
り

）
に
な
っ
た
。
そ
の
墓
石
（
は
じ
め
構
内
に
あ
っ
た
）
で

あ
っ
た
と
い
う
（「
改
撰
江
戸
志
」）。

ま
た
檀
野
礼
助
氏
宅
（
昭
和
五
年
［
一
九
三
〇
］
ご
ろ
の
番
地
で
は
、
茗
荷
谷
八
十
八
番

地
）
の
庭
に
、

み
か
げ
石
の
井
戸

長
助
夫
婦
の
墓
の
遺
址
（
奥
庭
の
一
部
に
土
を
や
ゝ
盛
り
あ
げ
、
そ
の
上
に
平
石
を
置
い
た

も
の（

19
））

小日向のキリシタン屋敷址。『歴代
文化皇国史大観』（東洋文化協会、昭和9・8）

より。
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な
ど
が
あ
っ
た
ほ
か
、
寺
田
香
苗
氏
宅
（
昭
和
五
年
ご
ろ
の
住
所
に
よ
る

と
、
小
石
川
区
第
六
天
町
四
十
一
番
地
）
の
庭
に
、

天
然
石
（
二
尺
九
寸
ほ
ど
の
石
の
上
部

の
と
こ
ろ
に

を
刻
ん
だ

も
の
）

が
あ
っ
た
。
こ
の
石
は
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
崖
下
（
空
地

―
鉄
砲
の
け

い
こ
場（

20
））

に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
も
の
と
い
う（

21
）。

　

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
一
部
は
、
文
化
十
年
十
二
月
（
一
八
一
四
・
一
）

毛
利
讃
岐
守
政
時
（
一
万
石
）
に
下
賜
さ
れ
、
四
年
後
の
文
化
十
四
年
十

八兵衛石　川村恒喜著『史蹟切支丹屋敷
研究』（郷土研究社、昭和5・11）より。

檀野邸内の井戸

十字碑
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一
月
、
柳
生
家
（
但
馬
守
）
と
相
対
替
と
な
っ
た
。
政
時
は
さ

ま
ざ
ま
の
罪
を
犯
し
て
当
地
に
葬
ら
れ
た
者
の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
の
で
、
亡
く
な
っ
た
者
の
死
を
い
た
む
た
め
に
、
間
宮
士こ

と

信の
ぶ

（
書
院
番
、
小
姓
組
番
な
ど
を
勤
め
た
の
ち
、
地
誌
局
総
裁

に
進
ん
だ
。「
小
日
向
志
」
の
著
者（

22
））

に
撰
文
を
依
頼
し
、

「
山
荘
之
碑
」（
た
て
一
一
九
セ
ン
チ
、
よ
こ
二
八
・
五
セ

ン
チ
、
厚
さ
一
七
セ
ン
チ
位
）

を
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
内
に
建
て
た
。
の
ち
こ
の
碑
は
、
蓮れ

ん

華げ

寺

（
日
蓮
宗

―
小
石
川
関
口
台
町
四
十
八
番
地
）
に
移
さ
れ
、

さ
ら
に
同
寺
院
の
移
転
に
と
も
な
い
、
現
在
の
と
こ
ろ

―
中

野
区
大
和
町
四
の
三
七
の
一
五
（
高
円
寺
駅
よ
り

西
北
約
一
キ
ロ
）
に
移
っ
た
。

蓮
華
寺
は
“
赤
門
の
寺
”
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
碑

は
、
門
を
入
っ
て
し
ば
ら
く
歩
き
、
本
堂
の
わ
き
に
す
え
ら
れ

て
い
る
。

漢
語
で
「
山さ

ん

荘そ
う

」
と
い
え
ば
、
山
の
中
に
あ
る
別
荘
（
山さ

ん

墅し
よ

）
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
“
山
屋
敷
”
の
俗
称
（
正
式

で
な
い
呼
び
方
）
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、「
山
荘
之
碑
」
は
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
と
か
か
わ
り
あ
い

が
あ
る
、
い
ま
に
残
る
た
し
か
な
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
。

日蓮宗・連華寺（中野区大和町）にある「山荘之碑」。
〔筆者撮影〕

「山荘之碑」の拓本　『東京市史稿　市街篇　第
６』（東京市役所、昭和４年〔1929〕１月）より。



（20）79

キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
建
設
は
、
ジ
ゥ
ゼ
ッ
ペ
・
キ
ア
ラ
こ
と
岡
本
三
右
衛
門
ら
十
名
の
バ
テ
レ
ン
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
の
渡
来
と
収
容
を
も
っ
て
は
じ
ま
っ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

か
れ
は
四
十
余
年
も
の
長
い
あ
い
だ
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
で
暮
ら
し
た
が
、
妻
お
よ
び
奴
婢
を
つ
け
ら
れ
、
毎
年
銀
一
貫
目
十
人
扶
持
を
下
さ
れ
た（

23
）。

万ま
ん

治じ

元
年
（
一
六
五

八
）
宗
門
奉
行
・
井
上
筑
後
守
は
、
三
右
衛
門
ら
に
キ
リ
シ
タ
ン
教
義
の
ま
や
か
し
に
つ
い
て
詰
問
し
、
そ
の
回
答
を
書
付
を
も
っ
て
提
出
さ
せ
た
。
井
上
筑
後
守
の
質
問

の
一
部
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
　
デ
ウ
ス
（
神
）
は
、“
光
あ
れ
”
の
一
声
を
も
っ
て
姿
を
み
せ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
宗
門
に
よ
る
と
、
デ
ウ
ス
は
天
地
の
作
者
で
あ
る
と
説
き
、
人
が
死
し
て
の
ち
も
デ
ウ

ス
を
た
の
み
と
す
る
の
は
、
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
。

一
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
に
渡
来
し
、
邪
教
を
広
め
よ
う
と
し
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
法
度
（
お
き
て
）
が
き
び
し
い
た
め
に
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
も
し

デ
ウ
ス
が
天
地
の
創
造
主
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
国
を
い
か
よ
う
に
も
で
き
た
の
に
、
じ
っ
さ
い
は
何
も
し
な
か
っ
た
。
デ
ウ
ス
は
邪
教
を
ひ
ろ
め
、
人
を
ま
ど
わ
し
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。

井
上
筑
後
守
の
疑
念
に
た
い
し
て
、
三
右
衛
門
は
天
地
創
造
の
話
は
不
確
か
で
い
か
が
わ
し
い
こ
と
。
キ
リ
シ
タ
ン
が
拷
問
を
う
け
て
い
る
と
き
で
も
、
い
っ
こ
う
に
奇

蹟
が
起
ら
な
い
こ
と
。
布
教
は
他
国
を
侵
略
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
。
デ
ウ
ス
に
敵
対
す
る
者
を
殺
し
て
も
罪
に
は
な
ら
ぬ
こ
と
な
ど
、
要
す
る
に
「
デ
ウ
ス
ハ
大

悪
人
ノ
源
、
世
界
ノ
人
間
ノ
悪
成
主
也
」（「
契
利
斯
督
記
」）
と
き
め
つ
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
教
義
の
欺
瞞
性
に
つ
い
て
上
書
し
た
。

三
右
衛
門
ら
は
と
き
ど
き
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
え
や
器
物
に
つ
い
て
質
問
を
う
け
、
ま
た
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
春
に
は
「
宗
門
之
書
」（
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の

書
）
を
書
く
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
年
内
に
そ
れ
を
完
成
し
、
提
出
し
た
。
そ
の
功
に
た
い
し
て
翌
年
五
月
報
償
金
が
出
た
。

岡
本
三
右
衛
門
…
…
金
三
両

壽
庵
…
…
…
…
…
…
金
二
両

二
官
…
…
…
…
…
…
金
一
両
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南
甫
…
…
…
…
…
…
金
一
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（「
査
祅
余
録
」）

三
右
衛
門
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
七
月
は
じ
め
よ
り
病
に
か
か
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
の
で
獄
医
・
石
尾
道
明
が
薬
を
あ
た
え
た
が
、
薬
石
効
な
く
、
同
月
二
十

五
日
七
ツ
半
時
（
午
後

五
時
）
亡
く
な
っ
た
。
享
年
八
十
四
歳
。
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
で
暮
ら
す
こ
と
四
十
三
年
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
六
日
、
検
使
（
御
徒
目
付
、
御
小
人
目
付
ら
計
六
人
）
が
山
屋
敷
を
訪
れ
る
と
、
時
の
奉
行
・
林
信
濃
守
か
ら
の
葬
式
の
命
を
つ
た
え
た
。
小
石
川
無
量
院
か
ら

僧
玄
秀
と
い
う
者
が
や
っ
て
来
て
、
遺
骸
を
輿こ

し

に
の
せ
る
と
、
そ
れ
を
無
量
院
に
は
こ
び
、
の
ち
火
葬
に
ふ
し
、
こ
れ
を
同
院
に
葬
っ
た
。
法
名
を
「
入
専
浮
真
信
士
」
と

つ
け
、
二
十
七
日
の
朝
、
奉
行
か
ら
の
申
し
渡
し
と
し
て
、
石
碑
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
墓
を
建
て
る
件
は
、
壽
庵
・
二
官
お
よ
び
三
右
衛
門
の
後
家
か
ら
の
願
い
を

容
れ
た
も
の
で
あ
る
。

九
月
二
日

―
蓋ふ

た
い
し石

の
形
が
ま
る
で
“
笠か

さ

”（
司
祭
帽
）
の
よ
う
な
、
一
風
変
っ
た
墓
碑
が
完
成
し
た
。
三
右
衛
門
の
所
持
金
は
二
十
八
両
三
分
あ
っ
た
（「
査
祅
余
録
」）。

後
家
は
月
俸
八
口く

ち

を
も
ら
っ
て
い
た
が
、
元
録
八
年
正
月
十
五
日
（
一
六
九
五
・
二
・
二
七
）
七
十
四
歳
で
没
し
た
（
小
日
向
志
）。
葬
地
に
つ
い
て
は
つ
ま
び
ら
か
で
な

い
。三

右
衛
門
の
墓
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
戸と

崎ざ
き

町ち
ょ
うの

無
量
院
の
墓
地
か
ら
雑
司
ヶ
谷
墓
地
の
二
等
地
五
号
十
二
（
住
吉
茶
屋
の
道
路
を
へ
だ
て
て
前
方
、

十
二
本
目
と
十
三
本
目
の
あ
い
だ

）
に
移
さ
れ
た
。

が
、
墓
の
台
石
は
、
雑
司
ヶ
谷
に
移
動
の
と
き
、
ぜ
ん
ぜ
ん
別
個
の
も
の
と
取
換
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（
川
村
恒
喜
著
『
史
蹟
切
支
丹
屋
敷
研
究
』、
五
一
頁
）。

こ
の
墓
碑
は
、
そ
の
後
た
び
た
び
改
葬
さ
れ
る
と
い
っ
た
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
、
い
ま
は
カ
ト
リ
ッ
ク
調
布
教
会
・
サ
レ
ジ
オ
神
学
院
（
調
布
市
富
士
見
町
三
―
二
一

―
一
二
）
の
入
口
ち
か
く
に
在
る
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
サ
レ
ジ
オ
会
員
タ
シ
ナ
リ
神
父
が
、
雑
司
ヶ
谷
墓
地
で
こ
の
墓
を
発
見
し
、
許
可
を
え
て
練
馬
サ
レ
ジ
オ

神
学
院
に
移
し
、
同
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
い
ま
あ
る
調
布
に
移
さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
七
七
）
五
月
、
小
石
川
伝
通
院
の
墓
地
内
に
供
養
碑
（
レ
プ
リ

カ
）
が
建
立
さ
れ
た
。

＊

一
　
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
関
す
る
研
究
小
史

―
明
治
か
ら
今
日
ま
で
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キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
三
代
将
軍
・
徳
川
家
光

の
時
代

―
正

し
ょ
う

保ほ

三
年
（
一
六
四
六
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
廃

獄
と
な
っ
た
の
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
十
一
代
将
軍
・
家い

え

斉な
り

の
と
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
“
囲
い
屋
敷
”
は
百
四
十
六
年
間
存
続
し

た
。禁

教
時
代
に
、
宗
門
改

あ
ら
た
めの

役
人
を
の
ぞ
く
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
屋

敷
に
つ
い
て
筆
録
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
廃
獄
か
ら
幕
府
体
制
が

崩
壊
す
る
ま
で
さ
ら
に
百
七
十
余
年
の
時
が
経
過
し
、
や
が
て
明
治

時
代
を
む
か
え
る
。
新
時
代
に
な
っ
て
も
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
つ
い

て
考
証
し
た
日
本
人
は
ま
だ
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
同
屋
敷
に
い
ち
は
や
く
着
目
し
、
そ
の
遺
跡
と
虜
囚
生

活
を
強
い
ら
れ
た
バ
テ
レ
ン
た
ち
の
痕
跡
を
調
査
す
る
こ
と
に
手
を

つ
け
た
の
は
日
本
人
で
は
な
く
、
外
国
人
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン

屋
敷
研
究
の
第
一
号
の
栄
誉
を
に
な
っ
た
の
は
、
お
雇
い
外
国
人
の

ひ
と
り
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
（
一
八
四
三
〜

一
九
二
八
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
家
。
越
前
福
井
藩
や
大
学
南
校
で
理

学
・
化
学
な
ど
を
教
え
た
）
で
あ
っ
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
は
東
京
に
い
た
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
ご
ろ
、

異イ
ン
ク
ウ
ィ
ズ
ィ
シ
ョ
ン

教
徒
審
問
所
（
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
こ
と
）
の
跡
と
殉
教
者
た
ち

の
墓
を
発
見
す
る
こ
と
に
努
め
た
（
グ
リ
フ
ィ
ス
著
『
ミ
カ
ド
の
帝

国
』）。
か
れ
は
昼
な
お
く
ら
い
、
う
っ
そ
う
と
し
た
森
が
ま
だ
残
っ

「雑司ヶ谷墓地」にあった当時の三右衛門
（ジュゼッペ・キアラ）の墓。

カトリック調布教会・サレジオ神学院にある三右衛門
（ジュゼッペ・キアラ）の墓。〔筆者撮影〕
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て
い
る
小
日
向
へ
出
か
け
、
竹
や
ぶ
の
中
の
小
径
に
わ
け
入
る
と
、
窪く

ぼ

地ち

（
ま
わ
り
よ
り
く
ぼ
ん
だ
所
）
に
お
い
て
、
無
名
の
石
（
八
兵
衛
石
）
を
見
つ
け
た
が
、
そ
れ
を

シ
ド
ッ
チ
の
墓
と
誤
解
し
た
。

二
番
目
に
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
こ
と
を
調
べ
た
の
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
メ
イ
ス
ン
・
サ
ト
ウ
（
一
八
四
三
〜
一
九
二
九
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
、
当
時
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公

使
館
付
日
本
語
書
記
官

―
［
二
等
書
記
官
］）
の
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
月
二
十
七
日
（
土曜

）

―
東
京
大
学
で
開
か
れ
た
日
本
ア
ジ
ア
協

会
の
例
会
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
ガ
ビ
ン
ズ
（
一
八
五
二
〜
一
九
二
九
、
駐
日
英
公
使
館
書
記
官
）
の
発
表
の
あ
と
、「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
伝
道
衰
亡
論
」

と
題
す
る
も
の
を
口
頭
発
表
し
た
。

サ
ト
ウ
は
ひ
じ
ょ
う
に
日
本
語
に
た
ん
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
の
文
献
に
も
通
じ
、
す
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
跡
地
、
無
量
院
に
あ
る

記
録
や
岡
本
三
右
衛
門
の
墓
な
ど
を
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
外
国
人
研
究
者
の
通
弊
と
し
て
、
誤
り
や
誤
解
を
さ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
キ

ャ
ラ
神
父
や
そ
の
他
の
改
宗
を
強
い
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
収
容
さ
れ
た
建
物
は

―
小
石
川
郊
外
タ
チ
ギ
畑
の
左
側
か
ら
西
に
む
か
う
キ
リ
シ
タ
ン
坂
の
急
坂
に
接
し
た

区
域
に
あ
っ
た
、
と
か
、
そ
こ
は
後
年
、
三
浦
と
い
う
旗
本
の
家
が
あ
っ
た
所
で
、
い
ま
は
菜
園
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
多
少
あ
い
ま
い
な
点
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（ John H

. G
ubbins: 

“Review
 of the Introduction of C

hristianity into C
hina and Japan

”, T
ransactions of the A

siatic Society of  

Japan, vol.V
I-part.I. Jan. 1878, p. 61

〜62, 

川
村
恒
喜
著
『
史
蹟
切
支
丹
屋
敷
研
究
』
郷
土
研
究
社
、
一
六
頁
）。

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
六
月
六
日

―
日
本
ア
ジ
ア
協
会
の
例
会
に
お
い
て
、
工
部
大
学
校
の
英
語
教
師
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
メ
イ
ン
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
（
一
八
五
六
〜

一
九
三
三
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
）
は
、「
キ
リ
シ
タ
ン
の
谷
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
口
頭
発
表
し
、
翌
年
『
日
本
ア
ジ
ア
協
会
紀
要
』（
十
六
巻
）
に
そ
れ
を
掲
載
し
た
。
当

時
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
跡
の
近
く
に
住
み
、
毎
日
“
墓

ヘ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン

標
”（
じ
つ
は
八
兵
衛
石
）
の
そ
ば
を
通
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
。「
そ
の
墓
石
は
、
谷

の
パ
ー
ド
レ
も
し
く
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
人
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
。
か
れ
は
“
八
兵
衛
石
”
の
写
真
を
論
文
に
添
え
る
と
き
、“
キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
”
と
い

っ
た
説キ

ャ
プ
シ
ョ
ン

明
文
を
つ
け
て
い
る
。

明
治
期
に
お
い
て
、
外
国
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
跡
に
関
し
て
発
表
し
た
調
査
記
録
の
な
か
で
、
デ
ィ
ク
ス
ン
論
文
は
最
も
珍
重
す
べ
き
資
料
と
い
う
（
川
村
前
掲
書
、

一
七
頁
）。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
九
月
ご
ろ
、
横
浜
の
山
手
八
十
五
番
に
住
む
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
司
祭
フ
ェ
ル
ジ
ナ
ン
ド
・
ス
ペ
ン
ネ
ル
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
跡
の
研
究
に
着

手
し
、
同
年
十
二
月
二
十
九
日
に
戸と

川が
わ

残ざ
ん

花か

（
一
八
五
六
〜
一
九
二
四
、
明
治
・
大
正
期
の
詩
人
・
評
論
家
。
雑
誌
『
旧
幕
府
』
を
刊
行
）
と
と
も
に
同
屋
敷
跡
を
訪
れ
、
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そ
の
内
外
景
を
写
真
に
撮
っ
た
り
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た

か
ど
う
か
定
か
で
な
い
。

明
治
期
に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
跡
に
関
す
る
論
文
を
発
表

し
た
の
は
中
山
興
で
あ
り
、
そ
の
「
東
京
小
日
向
切
支
丹
坂
ノ
名
義
」（『
東
洋
学

芸
雑
誌
』
第
八
三
号
所
収
、
三
九
八
〜
四
〇
六
頁
、
明
治
21
・
8
）
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
同
心
・
河
原
甚
五
兵
衛
の
覚
書
と
老
談
一
言
記
な
ど
に
散
見
す
る
説
を
参
考

に
し
て
記
し
た
も
の
と
い
う
。

こ
の
中
山
論
文
に
つ
づ
い
た
の
は
、
渡
辺
修
二
郎
（
一
八
五
五
〜
？
、
福
山
藩

士
の
子
に
生
ま
れ
、
東
京
英
語
学
校
や
立
教
大
学
に
ま
な
ぶ
。
仙
台
中
学
校
、
華

族
学
校
［
学
習
院
］
の
英
語
教
師
。
の
ち
大
蔵
省
御
用
掛
。
英
公
使
館
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
と
親
交
が
あ
っ
た
）
の
『
内
政
外
教
衝
突
史
』（
民
友
社
、
明
治
29
・

8
）
で
あ
る
。
そ
の
第
二
十
六
章
に
み
ら
れ
る
「
切
支
丹
屋
敷
＝
同
所
に
執
は
れ
し
伊
太
利
人
」（
一
七
五
〜
一
八
〇
頁
）
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
獄
舎
の
創
設
、
そ
の
位
置
、

ジ
ウ
ゼ
ッ
ペ
・
キ
ア
ラ
や
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
シ
ド
ッ
チ
な
ど
の
日
本
潜
入
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
く
に
新
説
は
み
ら
れ
な
い
。「
切

支
丹
屋
敷
の
図
」（
通
航
一
覧
所
載
の
も
の
）
が
、
一
枚
そ
え
て
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
関
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
文
献
は
、

契キ

リ

ス

ト

利
斯
督
記

　
写
本 

二
冊 

　
備
後
福
山
の
藩
儒
・
太
田
方
が
筆
写
し
た
も
の
。
宗
門
改
奉
行
・
井
上
筑
後
守
の
手
控
を
後
任
の
北
条
氏
長
が
編
ん
だ
も
の
。

査
祅
余
録

　
　
写
本 

一
冊 

　
宗
門
改
与
力
・
河
原
甚
五
兵
衛
の
覚
書
と
い
わ
れ
る
も
の
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
正
月
か
ら
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
七
月
ま
で
。
寛
文
十

二
年
（
一
六
七
二
）
か
ら
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
二
月
ま
で
の
記
事
。

で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
写
本
に
つ
い
て
解
説
し
た
の
が
、
岡
田
正
之
の
「
契
利
斯
督
記
考
」（『
史
学
会
雑
誌
』
第
六
号
所
収
、
明
治
23
・
5
）
で
あ
る
。
こ
の
二
篇
は

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）『
続
々
群
書
類
従
第
十
二
冊 

宗
教
部
第
二
』
に
収
録
さ
れ
た
。

明
治
期
は
邦
人
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
大
き
な
研
究
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
多
く
は
諸
雑
誌
に
の
っ
た
小
記
事
で
あ
る
。
大
正
期
に
入
る
と
、
い
く
つ
か
手
堅

正面向って左は、フェルジナンド・スペンネル
師。そのとなりは戸川残花。『史蹟名勝天然記
念物』（第3巻第1号所収，大正8年〔1919〕1月）。
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い
研
究
が
現
れ
る
。

後
藤
肅
堂
の
長
編
論
文
「
小
石
川
切
支
丹
屋
敷
」（
上
中
下
）
…
…
『
歴
史
地
理
』
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
月
〜
三
月
。

ま
た
単
行
本
と
し
て
は
、

山
本
秀ひ

で

煌て
る

著
『
江
戸
切
支
丹
屋
敷
の
史
蹟
』（
イ
デ
ア
書
院
、
大
正
十
三
年
［
一
九
二
四
］
六
月
。

が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

　
工
藤
應
之

　 

「
切
支
丹
屋
敷
」

　
三
輪
善（

小
陽
）

之
助
「
江
戸
切
支
丹
屋
敷
の
現
状
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
山
中
共
古

　 

「
吉
利
支
丹
屋
敷
に
於
る
二
美
談
」

　
中
島
利
一
朗
「
筑
前
か
ら
吉
利
支
丹
屋
敷
へ
」

こ
れ
ら
四
篇
は
、
雑
誌
『
武
蔵
野

―
切
支
丹
号
』（
第
八
巻
第
七
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
大
正
十
五
年
［
一
九
二
六
］
十
二
月
。

昭
和
期
に
入
っ
て
間
も
な
く
、

『
東
京
市
史
稿

　
市
街
篇

　
第
六
』

が
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
四
年
［
一
九
二
九
］
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
に
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
一
六
八
〜
二
二
八
頁
）。
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こ
れ
に
つ
づ
い
た
の
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
研
究
書
と
し
て
好
書
の
評
判
を
と

っ
た
、

川
村
恒
喜
著
『
史
蹟
切
支
丹
屋
敷
研
究
』（
郷
土
研
究
社
、
昭
和
五
年
［
一
九
三

〇
］
十
一
月
。

で
あ
る
。
同
書
（
全
一
四
九
頁
）
は
、
真ま

山や
ま

青せ
い

果か

（
一
八
七
八
〜
一
九
四
八
、
明
治

か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
小
説
家
・
劇
作
家
）
の
『
切
支
丹
屋
敷
研
究
』（
大
日
本

雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
二
十
七
年
［
一
九
五
二
］
十
二
月
）
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
、
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
る
。

川
村
恒
喜
は
ひ
じ
ょ
う
な
熱
意
と
刻
苦
を
も
っ
て
研
究
に
着
手
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
跡
と
み
な
さ
れ
る
地
を
じ
っ
さ
い
訪
れ
、
測
量
し
た
り
、
雑
草
が
荒
れ
茂
る
な
か

で
遺
跡
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
明
治
以
来
の
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
関
す
る
文
献
を
読
み
あ
さ
り
、
堅
実
な
手
法
で
書
き
あ
げ
た
労
作
で
あ
る
。
書
物
の
つ
ね
と

し
て
若
干
誤
り
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。
が
、
そ
れ
は
慎
重
な
る
考
察
を
怠
っ
た
た
め
と
い
う
。

執
筆
に
際
し
て
、
文
献
主
義
に
依
っ
た
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
こ
の
書
の
欠
陥
は
、
江
戸
古
地
図
の
研
究
を
お
こ
た
っ
た
点
だ
と
い
う
（
真
山
青
果
、
七
頁
）。
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
本
書
の
価
値
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
下
る
も
の
で
も
な
い
。

川
村
書
に
は
、
各
種
の
地
図
の
ほ
か
、
数
々
の
珍
し
い
写
真
（
檀
野
邸
内
の
井
戸
、
長
助
と
は
る
の
墓
の
遺
址
、
浅
利
坂
の
遺
址
、
八
兵
衛
石
、
移
転
前
後
の
岡
本
三
右

衛
門
の
墓
、
十
字
碑
、
山
荘
之
碑
）
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
考
証
で
は
、
こ
の
本
と
真
山
書
が
決
定
版
で
あ
ろ
う
。

戦
前
の
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
研
究
の
な
か
で
、
外
国
人
が
書
い
た
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
キ
ュ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
師
が
執
筆
し
た
「
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷

―
む
か
し
小
石
川
に
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
牢
獄
」（ M

ax v. K
üenburg S. J.,: K

irishitan Y
ashiki, das ehem

alige C
hristengefängnis in K

oishikaw
a, 

『
日

本
文
化
誌
叢
』 M

onum
enta N

ipponica, vol.1 

所
収
、1938, Sophia U

niversity

）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
論
文
を
書
く
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
は
、
昭
和
十

二
年
（
一
九
三
七
）
秋

―
新
聞
報
道
に
よ
っ
て
、
む
か
し
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
が
あ
っ
た
地
区
の
一
部
が
、
道
路
建
設
の
た
め
に
犠
牲
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

同
論
文
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
地
理

―
文
献

―
沿
革

―
平
地
と
写
真
の
解
説

―
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
三
〇
〇
〜
三
〇
四
頁
）。

浅利坂の遺址　川村書より。
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つ
い
で
四
年
後
の
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
現
れ
た
Ｒ
・
タ
シ
ナ
リ
神

父
が
執
筆
し
た
「
シ
ド
ッ
チ
神
父
の
最
期

―
い
く
つ
か
の
新
し
い
発
見
」

（R
. T

assinari, S
. S

.,: T
he E

nd of P
adre Sidotti—

Som
e N

ew
 

D
iscoveries, M

onum
enta N

ipponica, vol.V
. 

所

収
、1942, Sophia 

U
niversity

）
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
興
味
ぶ
か
い
論
文
で
あ
る
。
同
論
文
は
シ
ド

ッ
チ
の
投
獄
と
死
、
墓
の
跡
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
だ
が
、
キ
リ
シ
タ

ン
屋
敷
の
構
内
に
は
、
土
牢
（
地
下
牢
）
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
に
土

牢
発
見
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
文
献
は
、
史
家
Ｃ
・
Ｒ
・
ボ
ク
サ
の
『
日
本

に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
』（ T

he C
hristian C

entury in Japan, 

1549-1650, U
niversity of C

alifornia Press, 1951, p.397, p.499

）
で
あ

っ
た
。

タ
シ
ナ
リ
論
文
は
、
キ
ュ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
師
の
研
究
に
刺
激
を
う
け
て
起
稿

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
シ
ド
ッ
チ
師
の
さ
い
ご
の
投
獄
と
死

―
墓
の
跡

―

な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
二
四
六
〜
二
五
三
頁
）。
タ
シ
ナ
リ
神
父
が
は

じ
め
て
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
遺
址
を
お
と
ず
れ
た
の
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九

四
〇
）
五
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
神
父
と
そ
の
連
れ
は
、
庚
申
坂
（
キ
リ
シ
タ
ン
坂
）
を
下
る
と
、
ま
こ
と

の
キ
リ
シ
タ
ン
坂
を
の
ぼ
っ
て
行
っ
た
。
頂
上
ち
か
く
の
左
側
に
、
徳
田
哲
三

宅
が
あ
っ
た
。
そ
こ
が
タ
シ
ナ
リ
神
父
ら
の
第
一
の
目
標
で
あ
っ
た
。
徳
田
宅

を
訪
れ
る
と
、
厚
く
も
て
な
さ
れ
、
同
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷

跡
を
一
望
し
た
。
そ
の
と
き
、
ふ
と
主
人
の
徳
田
哲
三
が
い
っ
た
。

出典：R.タシナリ師筆「シドッチ神父の最期―いくつかの新しい発見」（『モニュメンタ・ニポニカ』vol.V所収，
1942，P.249）。

キリシタン坂の徳田哲三宅の地下で発見された〝穴〟（１m50cm ～１m80cm 位の大きさ。独房であった
と考えられるもの）の図。シドッチ神父はそのような穴（独房？）の１つに入れられ、獄死したと考え
られている。

穴（独房？）

〔イ〕

井戸の入り口

穴

〔ロ〕

地下道

穴

〔ニ〕

穴

〔ハ〕 〔ホ〕
穴

［注］　　　　　は , タシナリ師らの進路をしめす。
　　〔イ〕と〔ロ〕の穴は , タシナリ師が作業員の説明にもとづいて書き加えたもの。
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―
土
の
下
か
ら
、
奇
妙
な
穴
が
い
く
つ
も
現
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
ば
は
、
神
の
お
告
げ
の
よ
う
に
思
え
た
。
も
っ
と
く
わ
し
い
話
を
聞
こ
う
と
す
る
と
、
土
木
作
業
に
従
事
し
た
者
が
呼
ば
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

―
地
べ
た
を
平
に
し
て
い
た
と
き
、
穴
が
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
し
た
。
が
、
危
険
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
土
で
ふ
さ
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
上
に
家
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
。
と
き
ど
き
穴
を
ふ
さ
い
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
坂
の
斜
面
に
保
存
状
態
の
よ
い
穴
が
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
幅
の
狭
い
、
坑ト

ン
ネ
ル道

の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、
時
に
幅
広
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
穴
の
大
き
さ
は
、
四
、
五
尺
（
約
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
）
ほ
ど
の
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
語
っ
た
土
木
作
業
員
は
、
穴
は
正
確
に
い
く
つ
あ
っ
た
か
、
わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
。
そ
し
て
更
に
く
わ
し
い
説
明
を
求
め
ら
れ
る
と
、
穴
の
一
つ
に

　
　「
四
辺
形
の
井
戸
」

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
た
。

そ
の
井
戸
ら
し
き
も
の
の
深
さ
は
、
約
十
五
尺
（
約
四
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
位
）。
底
は
幅
が
五
、
六
尺
（
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
〜
一
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
位
）、
高
さ

が
三
、
四
尺
（
九
〇
セ
ン
チ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
位
）
ほ
ど
も
あ
り
、
空
地
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
。

同
年
九
月
十
三
日

―
タ
シ
ナ
リ
神
父
の
も
と
に
徳
田
氏
か
ら
電
話
が
あ
り
、
中
庭
で
ま
た
穴
が
み
つ
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
作
業
員
が
砂
地
と
出
会
い
、
そ
れ
を
シ

ャ
ベ
ル
で
す
く
っ
て
い
た
ら
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
穴
の
開
口
部
が
現
れ
た
と
い
う
。
地
中
で
見
つ
か
っ
た
穴
の
状
態
が
よ
か
っ
た
の
は
、
土
が
粘
土
質
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

穴
が
発
見
さ
れ
た
翌
日

―
タ
シ
ナ
リ
神
父
は
早
速
徳
田
宅
を
訪
れ
る
と
、
深
さ
が
四
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
井
戸
を
は
し
ご
を
伝
っ
て
降
り
て
行
っ
た
。
井
戸
の
底
に

た
ど
り
着
く
と
、
穴
が
三
つ
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
二
つ
は
、

〔イ〕
　〔ロ〕
の
穴
に
通
じ
、
も
う
一
つ
は
地
下
道
で
あ
り
、

〔ハ〕
　〔ニ〕
　〔ホ〕
の
穴
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
（
さ
し
絵
を
見

よ
）。
タ
シ
ナ
リ
神
父
ら
は
、
四
つ
ん
ば
い
に
は
っ
て
、
ま
ず

〔イ〕
の
穴
に
む
か
っ
た
と
い
う
。

〔イ〕
の
穴
の
中
に
入
る
と
、
ま
っ
す
ぐ
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
基
底
は
幅
広
で

あ
り
、
卵
形
を
し
て
い
た
。
周
囲
は
七
、
八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
っ
た
。

そ
の
穴
は
、
む
か
し
は
も
っ
と
幅
が
せ
ま
く
、
四
辺
形
を
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
い
ま
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
つ
い
で

タ
シ
ナ
リ
神
父
ら
は
地
下
道
に
沿
っ
て
、

〔ハ〕
　〔ニ〕
　〔ホ〕
の
穴
の
入
口
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
穴
は
、
土
で
ふ
さ
が
れ
て
い
た
。

井
戸
の
よ
う
な
深
い
縦
坑
は
、
外
界
と
の
連
絡
口
で
あ
る
が
、
囚
人
は
横
穴
式
の
穴
（
独
房
？
）
に
い
っ
た
ん
入
れ
ら
れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
は
ま
ず
不
可

能
で
あ
っ
た
。
シ
ド
ッ
チ
神
父
は
、
死
を
迎
え
る
ま
で
、
地
下
の
体
を
ひ
と
つ
か
ろ
う
じ
て
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
狭
い
穴
で
、
暑
さ
や
寒
さ
、
湿
気
、
息
苦
し
さ
、
悪
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臭
、
飢
え
な
ど
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
生
き
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

戦
後
ほ
ど
な
く
現
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
の
小
研
究
は
、
三
井
文
庫
館
長
・
中
井
信
彦
が
執
筆
し
た
「
切
支
丹
山
屋
敷
に
つ
い
て

―
（
口
絵
解
説
）」（『
史
学 

特

輯 

サ
ビ
エ
ル
研
究
』
所
収
、
三
田
史
学
会
、
昭
和
24
・
4
）
で
あ
る
。
筆
者
が
三
井
文
庫
に
“
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
図
”
が
現
存
す
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
古
書
と
し
て

求
め
た
こ
の
雑
誌
を
通
じ
て
で
あ
り
、
口
絵
に
用
い
ら
れ
て
い
る
屋
敷
全
体
と
部
分
（
建
物
―
獄
舎
）
の
二
枚
の
白モ

ノ
ク
ロ
ム

黒
写
真
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
の
製
作
者
名
や

描
い
た
年
月
日
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
獄
舎
に
収
容
さ
れ
て
い
る
人
物
名
か
ら
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
以
後
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
以
前
の
作

―
キ

リ
シ
タ
ン
屋
敷
が
造
ら
れ
て
か
ら
、
十
二
、
三
年
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（
窪
田
明
治
『
切
支
丹
屋
敷
物
語
』
雄
山
閣
、
昭
和
45
・
9
、
一
四
〇
頁
）。

こ
の
あ
と
現
れ
た
の
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
真
山
書
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
労
作
に
つ
づ
い
た
の
は
、
窪
田
明
治
の
一
般
書
『
切
支
丹
屋
敷
物
語
』
雄
山
閣
、
昭
和
45
・

9
）
で
あ
る
。
本
書
は
わ
が
国
の
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
史
の
視
点
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
が
で
き
る
前
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
こ
と
、
同
屋
敷
で
の
で
き
ご
と
な
ど
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
て
い
る
。

戦
後
す
で
に
六
十
余
年
に
な
る
が
、
と
き
ど
き
好
事
家
、
史
家
、
行
楽
客
な
ど
が
、
小
日
向
の
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
跡
を
訪
ね
る
よ
う
で
あ
る
。
明
治
末
期
の
少
年
時
代
に

―
樹
木
う
つ
蒼
と
し
た
、
未
開
の
地
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
小
日
向
の
存
在
を
知
っ
た
立
正
大
学
教
授
・
栗
原
元
吉
は
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
同
大
学
の
英
文

科
の
生
徒
数
名
と
と
も
に
両
三
回
実
地
調
査
に
お
も
む
き
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
回
報
に
発
表
し
た
。
こ
ん
に
ち
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
つ
い
て
も
の
を
発
表
す
る
人
は
、
ま

れ
で
あ
る
。

あ
と
が
き

む
か
し
古
書
と
し
て
求
め
た
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
関
す
る
文
献
に
導
か
れ
、
こ
の
よ
う
な
小
論
を
書
く
は
め
に
な
っ
た
が
、
い
ま
ま
で
に
な
い
学
説
を
述
べ
る
に
至
っ
て

い
な
い
の
は
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
世
界
に
も
類
の
な
い
“
キ
リ
ス
ト
教
徒
用
の
特
別
な
牢
獄
”
が
、
江
戸
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
過
去
と
現
在
の
研
究
状
況
の

あ
ら
ま
し
を
知
ろ
う
と
す
る
と
き
、
こ
の
小
話
が
多
少
と
も
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
、
み
ず
か
ら
を
慰
め
、
ペ
ン
を
お
く
こ
と
に
す
る
。

さ
い
ご
に
小
日
向
の
シ
ド
ッ
チ
記
念
館
館
長
・
菅
沼
桜
子
さ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
有
益
な
教
示
を
え
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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注（
1
）『
江
戸
叢
書

　
巻
の
四
』（
名
著
刊
行
会
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
）、
一
四
七
頁
。

（
2
）『
文
京
区
史

　
巻
二
』（
文
京
区
役
所
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
）、
四
〇
五
頁
。

（
3
）
川
村
恒
喜
著
『
史
蹟
切
支
丹
屋
敷
研
究
』（
郷
土
研
究
社
、
昭
和
五
年
十
一
月
）、
五
頁
。

（
4
）
同
右
、
十
一
頁
。

（
5
）
窪
田
明
治
著
『
切
支
丹
屋
敷
物
語
』（
雄
山
閣
出
版
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
）、
一
四
一
頁
。

（
6
）
渡
辺
修
二
郎
著
『
内
政
外
教
衝
突
史
』（
民
友
社
出
版
、
明
治
二
十
九
年
八
月
）、
一
〇
九
頁
。

（
7
）
中
山
興
「
東
京
小
日
向
切
支
丹
坂
ノ
名
義
」（『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
第
八
三
号
所
収
、
明
治
21
・
8
）

（
8
）
同
右
。

（
9
）
注
（
7
）
に
お
な
じ
。

（
10
）
注
（
3
）
の
一
五
〇
頁
を
参
照
。

（
11
）
新
井
白
石
著 

箕
作
秋
坪

大
槻
文
彦
校
『
西
洋
紀
聞

　
天

　
』（
白
石
社
刊
行
、
明
治
十
五
年
壬
午
五
月
）、
四
頁
。

（
12
）
同
右
、
十
二
頁
。

（
13
）
佐
藤
太
平
著
『
大
東
京
の
史
蹟
と
名
所
』（
博
文
館
、
昭
和
五
年
三
月
）、
一
七
三
頁
。

（
14
）
三
輪
善
之
助
「
江
戸
切
支
丹
屋
敷
の
現
状
」（『
武
蔵
野
』
第
八
巻
七
号
所
収
、
大
正
15
・
12
）

（
15
）
朝
倉
治
彦
監
修
『
江
戸
城
下
変
遷
絵
図
集
』（
原
書
房
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
）、
六
八
頁
。

（
16
）
注
（
3
）
の
七
頁
。

（
17
）
注
（
1
）
の
一
四
九
頁
。

（
18
）
注
（
3
）
の
一
一
頁
。

（
19
）
注
（
3
）
の
三
三
頁
。

（
20
）
真
山
青
果

随
筆
選
集
『
切
支
丹
屋
敷
研
究
・
川
柳
雑
記
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
）、
八
九
頁
。

（
21
）
同
右
。

（
22
）
注
（
2
）
の
三
九
九
頁
。

（
23
）『
東
京
市
史
稿

　
市
街
篇 

第
六
』（
東
京
市
役
所
、
昭
和
四
年
一
月
）、
一
七
九
頁
。


